北ユーラシア水循環シンポジウム・プログラム

主催：　GAME実行委員会、地球観測ﾌﾛﾝﾃｨｱ/地球ﾌﾛﾝﾃｨｱ、CREST

日時：　2003年12月17日（水）13：30－19日（金）16：30

場所：　海洋科学技術センター（JAMSTEC）東京連絡所

12月17日（水）

開会挨拶　・　安成哲三（名大/地球Ｆ/観測F）

＜セッション１　水循環研究（１）＞【座長：増田耕一（地球F）】

13：30－13：50
東シベリア・南部山岳タイガでの積雪消耗過程

   鈴木和良（観測F）

13：50－14：10
ヤクーツクの下向き長波放射量の季節変化と大気状態との関係

飯島慈裕・矢吹裕伯（観測F）・遠藤伸彦（地球F）・大畑哲夫（北大/観測F）

14：10－14：30
東シベリア・ティクシにおける水・熱循環


   矢吹裕伯(観測F)

14：30－14：50
シベリア・ツンドラ域の夏期河川流量に対する凍土融解水の寄与

野村　睦（北大研究林）

14：50－15：10
北ユーラシア積雪からの昇華と水・エネルギー循環
　　　　大畑哲夫（北大/観測F）

15：10－15：30
モデルを用いた北極ツンドラにおける陸域水循環への気候変化の影響変化









　　　　平島寛行（北大低温研）

15：30－15：50
シベリア３河川流出量の長期変動


　　　　福嶌義宏（総合地球研）

―　休憩　20分　―

＜セッション２　GAME-Siberia 総括＞【座長：大畑哲夫（北大/観測F）】

16：10－16：40
陸面過程を中心としたモデル研究の発展と今後

山崎　剛（観測F）・高田久美子（地球F）

16：40－17：10
北方大河川水文モデルの発展と今後


　　馬　燮銚（地球F）

17：10－17：40
東シベリアの水文現象の特徴と課題


　　　　石井吉之（北大低温研）

17：40－18：00
Dataset for Water and Energy Cycle in Siberia Version 1の公開

鈴木力英（地球F）・大畑哲夫（北大/観測F）

12月18日（木）

＜セッション２　GAME-Siberia 総括（つづき）＞【座長：大畑哲夫（北大/観測F）】

 9：30－10：00
レナ川河口付近のツンドラ域の水・エネルギー循環の特徴　　兒玉裕二（北大低温研）

10：00－10：30
ティンダの観測から分かったレナ川源流域の水・エネルギー循環









　　　　窪田順平（総合地球研）

10：30－11：00
鉛直１次元スケールで見たヤクーツク周辺における水・エネルギー循環の特徴

太田岳史（名大/CREST）

―　休憩　20分　―

11：20－11：50
水安定同位体から見た東シベリア水循環の特徴
　　　杉本敦子（北大地球環境）

11：50－12：20
GAME-Siberia 2000年IOP における航空機観測の最近の研究成果

檜山哲哉（名大水循環センター）

12：20－12：50
GAME-Siberia の成果と残された課題

　　　　大畑哲夫（北大/観測F）

―　昼
食　―

＜セッション３　関連プロジェクト紹介＞【座長：太田岳史（名大/CREST）】

14：00－14：30
CREST森林火災プロジェクトの紹介
　　　　　福田正己（北大低温研/北ユーラシア研）

14：30－15：00
永久凍土地帯カラマツ林への森林攪乱の生態生理学的影響評価

高橋邦秀（北大農学研究科）

15：00－15：30
「AsiaFlux」の紹介－タワーによるCO2フラックス観測で分かったこと－

山本　晋（産総研・環境管理部門）

15：30－16：00
タワーと航空機を利用したシベリアにおける大気中CO2濃度の観測

町田敏暢（国立環境研）

―　休憩　20分　―

16：20－16：50
未定（極地研プロジェクトの紹介）
　　　　西尾文彦（千葉大環境リモセン研センター）

16：50－17：20
衛星統合による北ユーラシアの水循環研究とCEOP
　小池俊雄（東大工学研究科）

17：20－17：50
地球フロンティア・観測フロンティアにおける北ユーラシア水循環研究の紹介

安成哲三（名大/地球F/観測F）・大畑哲夫（北大/観測F）

17：50－18：20
総合討論　（司会：　大畑哲夫）

―　懇親会　（18：30－20：30）　―

12月19日（金）

＜セッション４　水循環研究（２）＞【座長：竹中千里（名大）】

 9：30－ 9：50
CRESTでの北ユーラシア水循環研究の概要

　　　太田岳史（名大/CREST）

 9：50－10：10
森林構造と空気力学的パラメータ

中井太郎（科学技術振興機構/北大低温研）・兒玉裕二・隅田明洋（北大低温研）

10：10－10：30
CREST観測サイトにおける群落スケールでの生理応答特性

桑田　孝（科学技術振興機構/名大）

10：30－10：50
個葉スケールと群落スケールにおける生理応答特性の比較

桑田　孝（科学技術振興機構/名大）

10：50－11：10
個葉レベルにおける気孔の応答特性について

三木直子（科学技術振興機構/北大低温研）

―　休憩　20分　―

＜セッション４　水循環研究（２）（つづき）＞【座長：石井吉之（北大低温研）】

11：30－11：50
シベリアカラマツ林林床のコケモモによる蒸散

宮原美絵・竹中千里（名大生命農学研究科）

11：50－12：10
永久凍土地帯カラマツ林の樹冠における光合成の生態生理学的研究

斉藤秀之（北大農学研究科）

12：10－12：30
シベリアにおける森林の遮断蒸発特性
　　　　鳥羽　妙（名大生命農学研究科）

―　昼
食　―

＜セッション４　水循環研究（２）（つづき）＞【座長：山崎　剛（観測F）】

13：30－13：50
東シベリア・ヤクーツク周辺における森林・草地における水・熱収支比較

矢吹裕伯(観測F)

13：50－14：10
ヤクーツク近郊における森林攪乱が永久凍土環境に及ぼす影響

岩花　剛（北大低温研）

14：10－14：30
ルーチンデータと陸面モデルによるシベリアタイガ林の長期フラックス推定










　 山崎　剛（観測F）

14：30－14：50
シベリアの植生にとって水分条件と温量条件のどちらが大切か?








　鈴木力英・徐 健青・本谷 研（地球F）

14：50－15：10
北ユーラシアの広域水収支とその年々変動

増田耕一・鈴木力英・福富慶樹（地球F）

15：10－15：30
季節から準10年規模のユーラシア積雪-大気間の気候的共変動

斉藤和之（地球F）

15：30－16：30
総合討論　（司会：　大畑哲夫）

閉会挨拶　・　大畑哲夫（北大/観測F）

